
丹波篠山市男女共同参画審議会　委員名簿

No. 選出団体等 団体の役職 氏名 備考

1 丹波篠山市女性委員会 副 委 員 長 本 莊 賀 寿 美

2 学識経験者 濱 口 清 子

3 丹波篠山市人権・同和教育研究協議会 副 会 長 細 見 悟 改選

4 丹波篠山市社会福祉協議会 理 事 髙 山 和 子 改選

5 丹波篠山市商工会 副 会 長 小 南 稔 彦

6 丹波篠山市PTA協議会 委 員 北 山 慶 一 改選

7 丹波篠山市民生委員児童委員協議会 会 長 泉 よ り 子

8 一般社団法人　丹波篠山市観光協会 事 務 局 長 北 川 敦 雄

9 柏原人権擁護委員協議会 常 任 委 員 角 谷 慶 治

10 丹波篠山市愛育会 副 会 長 江 坂 富 貴 子

11 丹波篠山市自治会長会 理 事 森 豊 彦 改選

12 中野母親クラブ 会 員 追 立 夏 実
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○丹波篠山市男女共同参画審議会要綱 

平成１９年１２月２７日 

要綱第６３号 

改正 令和４年３月２５日要綱第１２号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、本市における男女共同参画に関する政策を総合的、かつ、

効率的に推進するため、丹波篠山市男女共同参画審議会（以下「審議会」と

いう。）の設置及び運営について必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 丹波篠山市男女共同参画プランの推進について審議し、意見を述べる。 

(2) 市長の諮問に応じ、男女共同参画に関する基本的、かつ、重要な事項を

調査審議する。 

２ 前項に掲げる事項のほか、男女共同参画の推進に関する重要な事項につい

て、市長に意見を述べることができる。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 学識経験のある者 

(2) 関係団体が推薦する者 

(3) 公募市民 

(4) その他市長が特に必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長） 

第５条 審議会に、会長と副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、副会長が、その職務を

代理する。 

（会議） 

第６条 審議会は、会長が招集し、その会議の議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の

決するところによる。 

資料2 

2



（意見の聴取） 

第７条 会長は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、意見を聴

くことができる。 

（部会） 

第８条 審議会に、その事務を分掌させるため、部会を置くことができる。 

（庶務） 

第９条 審議会の庶務は、市民生活部が行う。 

（補則） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、審議会の運営に関して必要な事項は、

審議会が定める。 

附 則 

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年３月２５日要綱第１２号） 

この要綱は、公布の日から施行する。 
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第
３

次
丹

波
篠

山
市

男
女

共
同

参
画

プ
ラ

ン
進

捗
状

況
に

つ
い

て

事
業

内
容

計
画

策
定

時
の

現
状

値
（R

3
）

実
績

値
（R

4
）

成
果

指
標

（
R
1
3
）

所
管

課

1
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
・講

演
会

の
開

催

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

多
様

な
セ

ミ
ナ

ー
等

を
開

催
し

、
よ

り
多

く
の

市
民

に
男

女
共

同
参

画
の

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
学

習
の

場
を

提
供

す
る

。
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

トの
機

会
提

供
と

支
援

。
参

画
す

る
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

、
各

種
セ

ミ
ナ

ー
や

講
演

会
を

開
催

し
、
学

習
機

会
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、
関

係
機

関
で

開
催

す
る

セ
ミ
ナ

ー
等

の
情

報
提

供
を

行
う
。

セ
ミ
ナ

ー
等

参
加

者
の

満
足

度
（ア

ン
ケ

ー
ト
の

「
満

足
」の

割
合

）
6
7
％

セ
ミ
ナ

ー
等

参
加

者
の

満
足

度
（ア

ン
ケ

ー
ト

の
「
満

足
」の

割
合

）
8
5
％

セ
ミ
ナ

ー
等

参
加

者
の

満
足

度
（ア

ン
ケ

ー
ト
の

「
満

足
」の

割
合

）
7
0
%

人
権

推
進

課

2
男

女
共

同
参

画
情

報
紙

「フ
ィ

フ
テ

ィ
だ

よ
り
」の

発
行

男
女

共
同

参
画

週
間

や
人

権
週

間
な

ど
の

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
通

じ
、
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
分

か
り
や

す
い

記
事

の
掲

載
を

心
が

け
、
様

々
な

角
度

か
ら

の
意

識
啓

発
を

行
う
。

年
3
回

発
行

年
3
回

発
行

全
戸

配
布

年
3
回

発
行

全
戸

配
布

人
権

推
進

課

3
市

広
報

へ
の

啓
発

記
事

の
掲

載
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
分

か
り
や

す
い

記
事

の
掲

載
を

心
が

け
、
様

々
な

角
度

か
ら

の
意

識
啓

発
を

行
う
。

随
時

男
女

共
同

参
画

週
間

に
特

集
掲

載
随

時
男

女
共

同
参

画
週

間
に

特
集

掲
載

人
権

推
進

課

2
4

社
会

的
自

立
に

向
け

た
キ

ャ
リ
ア

形
成

の
支

援

子
ど

も
た

ち
が

、
将

来
、
社

会
的

・職
業

的
に

自
立

し
、
固

定
的

な
性

別
役

割
分

担
意

識
や

性
差

に
関

す
る

偏
見

・固
定

観
念

、
無

意
識

に
持

つ
偏

見
を

な
く
し

、
社

会
の

中
で

自
分

の
役

割
を

果
た

し
な

が
ら

、
自

分
ら

し
い

生
き

方
を

実
現

す
る

た
め

に
、
「基

礎
的

・汎
用

的
能

力
」（

「人
間

関
係

形
成

・社
会

形
成

能
力

」「
自

己
理

解
・自

己
管

理
能

力
」「

課
題

対
応

能
力

」「
キ

ャ
リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

能
力

」）
を

育
成

す
る

。

目
標

を
も

っ
て

学
校

生
活

を
送

っ
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合
7
9
%
(令

和
元

年
度

)

目
標

を
持

っ
て

学
校

生
活

を
送

っ
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合
8
2
％

目
標

を
も

っ
て

学
校

生
活

を
送

っ
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合
が

8
0
％

以
上

学
校

教
育

課

3
5

若
年

層
へ

の
啓

発

誰
も

が
自

ら
の

意
思

で
多

様
な

生
き

方
を

選
択

で
き

る
「ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

（将
来

の
仕

事
、
夢

や
希

望
）」

を
達

成
す

る
た

め
、
人

間
関

係
形

成
や

自
己

管
理

、
課

題
対

応
な

ど
「基

礎
的

・汎
用

的
能

力
」を

つ
け

る
た

め
の

学
習

機
会

を
児

童
・生

徒
な

ど
の

若
年

層
へ

提
供

し
ま

す
。

教
育

活
動

全
般

（
特

別
活

動
を

要
と

し
た

各
教

科
の

授
業

等
）

で
の

啓
発

特
別

活
動

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

、
特

別
の

教
科

道
徳

等
に

お
い

て
、
多

様
性

に
つ

い
て

啓
発

継
続

学
校

教
育

課
人

権
推

進
課

4
6

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

の
拠

点
設

置
の

検
討

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
、
情

報
提

供
、
講

座
・研

修
事

業
、
相

談
事

業
等

の
総

合
的

な
実

施
の

た
め

、
市

民
が

行
き

や
す

い
拠

点
と

体
制

を
検

討
す

る
。

－
令

和
4
年

1
0
月

に
設

置
令

和
5
年

度
設

置
人

権
推

進
課

総
務

課

5
7

男
女

共
同

参
画

活
動

推
進

の
た

め
の

情
報

提
供

各
地

区
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

活
動

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。
男

女
共

同
参

画
情

報
紙

「フ
ィ

フ
テ

ィ
だ

よ
り
」を

自
治

会
（男

女
共

同
参

画
推

進
員

）及
び

ま
ち

づ
く
り
協

議
会

に
配

布
す

る
。

地
域

で
活

躍
し

て
い

る
女

性
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

し
、
そ

の
活

躍
の

内
容

等
を

記
事

に
し

て
自

治
会

（男
女

共
同

参
画

推
進

員
）及

び
ま

ち
づ

く
り
協

議
会

に
配

布
し

紹
介

す
る

。
自

治
会

運
営

に
係

る
手

引
書

に
男

女
共

同
参

画
推

進
員

の
役

割
を

明
記

し
、
活

動
内

容
を

明
確

に
す

る
。

「
フ

ィ
フ

テ
ィ

だ
よ

り
」
配

布
　
3
回

/
年

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

記
事

配
布

　
1
回

/
年

「
フ

ィ
フ

テ
ィ

だ
よ

り
」
配

布
　
3
回

/
年

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

記
事

配
布

　
1
回

/
年

「
フ

ィ
フ

テ
ィ

だ
よ

り
」

全
戸

配
布

 3
回

/
年

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

記
事

配
布

 2
回

/
年

人
権

推
進

課
地

域
振

興
課

6
8

男
女

共
同

参
画

審
議

会
・男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

の
一

元
化

市
が

設
置

す
る

男
女

共
同

参
画

審
議

会
・男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

を
統

合
し

、
効

率
的

な
話

し
合

い
の

場
で

活
発

な
事

業
展

開
が

図
れ

る
よ

う
に

協
議

検
討

す
る

。
－

令
和

3
年

度
一

元
化

済
令

和
3
年

度
一

元
化

人
権

推
進

課

7
9

情
報

が
地

域
全

体
に

届
く
体

制
づ

く
り

若
年

層
や

団
塊

の
世

代
等

の
世

代
に

よ
っ

て
、
あ

る
い

は
性

別
に

よ
っ

て
、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
意

識
や

課
題

は
様

々
で

あ
る

た
め

、
事

業
所

や
学

校
、
市

民
活

動
団

体
等

と
連

携
し

、
そ

れ
ぞ

れ
に

応
じ

た
効

果
的

な
広

報
や

啓
発

を
行

え
る

体
制

を
整

え
る

。
－

市
広

報
紙

へ
の

記
事

掲
載

や
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
情

報
紙

の
発

行
、
市

民
に

対
す

る
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
に

よ
り
広

報
・
啓

発

定
期

的
に

情
報

提
供

で
き

る
体

制
整

備
人

権
推

進
課

5
8

1
0

庁
内

D
V
対

策
連

携
会

議
の

設
置

と
D
V
対

策
基

本
計

画
の

推
進

庁
内

D
V
対

策
連

携
会

議
を

設
置

及
び

D
V
対

策
基

本
計

画
（第

３
次

男
女

共
同

参
画

プ
ラ

ン
内

）を
推

進
す

る
。

－
令

和
3
年

度
策

定
・
設

置
済

令
和

3
年

度
策

定
・
設

置

人
権

推
進

課
社

会
福

祉
課

長
寿

福
祉

課

6
9

1
1

男
女

共
同

参
画

研
修

全
て

の
職

員
が

参
画

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
業

務
に

あ
た

れ
る

よ
う
、
職

場
学

習
会

や
、
そ

の
他

研
修

等
の

テ
ー

マ
と

し
て

取
り
上

げ
職

員
の

意
識

を
高

め
る

。
数

年
に

1
回

未
実

施
継

続
総

務
課

②
総

合
的

な
推

進
体

制
の

強
化

3
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

基
盤

の
整

備

4
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
の

事
業

の
拡

充

取
組

事
業

①
市

全
体

で
男

女
共

同
参

画
に

取
り
組

む
ま

ち

①
男

女
共

同
参

画
意

識
の

浸
透

・定
着

1
意

識
浸

透
を

進
め

る
啓

発
活

動
の

展
開

1
広

報
、
啓

発
の

充
実

2
多

様
な

選
択

を
可

能
に

す
る

教
育

・学
習

の
充

実

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
教

育
の

推
進

次
代

を
担

う
若

年
層

へ
の

啓
発

の
充

実

基
本

目
標

推
進

項
目

取
組

内
容

取
組

項
目

D
V
対

策
基

本
計

画
の

推
進

庁
内

D
V
対

策
連

携
会

議
の

設
置

と
基

本
計

画
の

推
進

庁
内

推
進

体
制

の
充

実
市

職
員

対
象

の
男

女
共

同
参

画
研

修
の

開
催

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

の
拠

点
設

置

男
女

共
同

参
画

推
進

員
の

活
動

連
携

強
化

男
女

共
同

参
画

審
議

会
・

運
営

委
員

会
の

一
元

化

男
女

共
同

参
画

意
識

浸
透

の
た

め
の

広
報

・啓
発

活
動

の
推

進

資
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事
業

内
容

計
画

策
定

時
の

現
状

値
（R

3
）

実
績

値
（R

4
）

成
果

指
標

（
R
1
3
）

所
管

課
取

組
事

業
基

本
目

標
推

進
項

目
取

組
内

容
取

組
項

目

1
2

各
種

審
議

会
等

へ
の

女
性

の
登

用
市

政
に

関
す

る
重

要
な

政
策

方
針

等
を

策
定

す
る

審
議

会
等

へ
の

女
性

委
員

の
登

用
を

進
め

る
。

4
0
%

4
0
.1

%
4
5
%

人
権

推
進

課

1
3

事
業

所
に

お
け

る
女

性
の

管
理

職
へ

の
登

用
女

性
の

管
理

職
へ

の
登

用
等

の
、
事

業
所

の
自

発
的

な
取

組
や

制
度

の
重

要
性

を
周

知
し

、
女

性
の

活
躍

促
進

を
働

き
か

け
る

。
－

今
後

商
工

会
と

連
携

し
情

報
共

有
・
啓

発
を

推
進

す
る

。

課
長

相
当

職
の

女
性

割
合

2
0
％

（
5
0
人

以
上

の
市

内
事

業
所

へ
聞

き
取

り
）

商
工

観
光

課

1
4

市
管

理
職

へ
の

女
性

の
登

用
女

性
職

員
が

個
々

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

よ
う
、
能

力
開

発
の

機
会

を
提

供
し

、
積

極
的

に
登

用
を

図
る

。
2
0
%

2
1
%

3
0
%

総
務

課

1
5

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
研

修
の

実
施

女
性

職
員

の
キ

ャ
リ
ア

支
援

の
た

め
、
係

長
級

以
上

の
職

員
を

対
象

に
順

次
派

遣
研

修
を

実
施

す
る

年
１
回

自
治

研
主

催
の

女
性

の
キ

ャ
リ
ア

研
修

に
2

名
（課

長
補

佐
・
係

長
）派

遣
継

続
総

務
課

1
2

1
6

政
治

分
野

に
参

画
す

る
女

性
人

材
の

育
成

政
治

分
野

に
参

画
す

る
女

性
人

材
を

育
成

し
、
市

議
会

議
員

に
お

け
る

女
性

の
割

合
を

さ
ら

に
増

や
す

。
2
1
.7

%
2
2
.2

%
3
0
%

人
権

推
進

課

1
7

農
業

研
修

へ
の

女
性

の
参

加
促

進

農
業

に
携

わ
る

女
性

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

トを
は

か
り
、
農

業
経

営
に

参
画

で
き

る
よ

う
各

種
研

修
会

へ
の

女
性

の
参

加
を

促
進

し
、
人

材
を

育
成

す
る

。
JA

・普
及

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
女

性
を

対
象

と
し

た
農

業
講

座
と

し
て

、
「い

き
い

き
農

村
女

性
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
ス

ク
ー

ル
」や

「子
育

て
マ

マ
の

プ
ラ

ン
タ

ー
で

野
菜

づ
く
り
教

室
」を

開
催

す
る

。

女
性

が
参

加
し

や
す

い
研

修
会

の
開

催
年

２
回

「
い

き
い

き
農

村
女

性
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
ス

ク
ー

ル
」
基

本
コ

ー
ス

2
回

、
応

用
コ

ー
ス

2
回

「
子

育
て

マ
マ

の
プ

ラ
ン

タ
ー

で
野

菜
づ

く
り

教
室

」
→

「
プ

ラ
ン

タ
ー

で
黒

枝
豆

づ
く
り
教

室
」に

変
更

※
女

性
に

限
ら

ず
参

加
可

能

継
続

農
都

政
策

課

1
8

女
性

農
業

者
及

び
女

性
農

業
者

リ
ー

ダ
ー

の
育

成

女
性

の
農

業
委

員
や

JA
女

性
会

な
ど

の
代

表
者

で
構

成
す

る
「丹

波
篠

山
市

農
村

女
性

組
織

連
絡

会
」が

開
催

す
る

女
性

農
業

者
を

集
め

た
情

報
交

換
会

や
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

を
支

援
し

、
女

性
農

業
者

の
育

成
及

び
リ
ー

ダ
ー

の
農

業
団

体
へ

の
参

画
を

推
進

す
る

。

女
性

農
業

委
員

１
人

Ｊ
Ａ

女
性

理
事

３
人

女
性

農
業

委
員

1
人

Ｊ
Ａ

女
性

理
事

3
人

令
和

6
年

度
女

性
農

業
委

員
数

の
増

加

農
都

政
策

課
農

業
委

員
会

事
務

局

1
4

1
9

市
民

や
団

体
へ

の
呼

び
か

け
男

女
共

同
参

画
事

業
の

開
催

や
啓

発
推

進
を

行
う
た

め
、
市

民
団

体
な

ど
と

協
働

し
、
市

民
の

参
画

に
よ

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

を
図

る
。

－
市

民
団

体
等

と
の

協
働

活
動

は
無

か
っ

た
。

今
後

取
り
組

み
を

進
め

て
い

く
。

市
民

団
体

等
と

の
協

働
人

権
推

進
課

地
域

振
興

課

2
0

女
性

の
た

め
の

個
別

相
談

や
、
働

き
方

セ
ミ
ナ

ー
等

の
開

催
個

別
相

談
や

セ
ミ
ナ

ー
、
起

業
カ

フ
ェ

等
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
資

金
融

資
や

支
援

助
成

金
制

度
に

関
す

る
情

報
を

提
供

す
る

。

個
別

相
談

:年
1
回

(3
枠

)
セ

ミ
ナ

ー
:年

2
回

個
別

相
談

:年
2
回

(１
回

3
枠

)
セ

ミ
ナ

ー
:年

3
回

個
別

相
談

:年
2
回

(6
枠

)
セ

ミ
ナ

ー
:年

3
回

人
権

推
進

課

2
1

就
労

相
談

や
起

業
家

セ
ミ
ナ

ー
、
交

流
会

、
就

職
説

明
会

等
の

情
報

提
供

関
係

機
関

が
実

施
す

る
就

労
相

談
や

起
業

家
セ

ミ
ナ

ー
、
交

流
会

、
就

職
説

明
会

な
ど

の
情

報
を

提
供

す
る

。
商

工
会

や
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
、
雇

用
･労

働
に

関
す

る
法

制
度

の
周

知
・啓

発
を

行
う
。

市
広

報
、
市

H
P
に

情
報

掲
載

「
就

職
フ

ェ
ア

㏌
た

ん

ば
」
年

1
回

開
催

市
H
P
に

情
報

掲
載

し
、
窓

口
に

て
チ

ラ
シ

配
布

し
た

。
就

職
面

談
相

談
会

を
7
月

7
日

に
実

施
し

た
。

・
女

性
の

起
業

支
援

（
夫

婦
含

む
）
補

助
申

請
数

5
件

／
年

・
「
就

職
フ

ェ
ア

㏌
た

ん

ば
」継

続
・
セ

ミ
ナ

ー
（
働

き
方

・女
性

起
業

）へ
の

参
加

者
数

3
0
人

／
年

商
工

観
光

課
創

造
都

市
課

人
権

推
進

課

2
2

女
性

の
た

め
の

個
別

相
談

や
、
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

能
力

の
獲

得
や

、
キ

ャ
リ
ア

形
成

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
等

、
女

性
が

自
ら

力
を

つ
け

る
機

会
や

情
報

を
提

供
す

る
。

市
広

報
、
市

H
P
に

情
報

掲
載

市
広

報
、
市

H
P
に

情
報

掲
載

市
広

報
、
市

H
P
に

情
報

掲
載

人
権

推
進

課
商

工
観

光
課

1
8

女
性

農
業

者
及

び
女

性
農

業
者

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
（再

掲
）

女
性

の
農

業
委

員
や

JA
女

性
会

な
ど

の
代

表
者

で
構

成
す

る
「丹

波
篠

山
市

農
村

女
性

組
織

連
絡

会
」が

開
催

す
る

女
性

農
業

者
を

集
め

た
情

報
交

換
会

や
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

を
支

援
し

、
女

性
農

業
者

の
育

成
及

び
リ
ー

ダ
ー

の
農

業
団

体
へ

の
参

画
を

推
進

す
る

。

女
性

農
業

委
員

１
人

Ｊ
Ａ

女
性

理
事

３
人

女
性

農
業

委
員

1
人

Ｊ
Ａ

女
性

理
事

3
人

令
和

6
年

度
女

性
農

業
委

員
数

の
増

加

農
都

政
策

課
農

業
委

員
会

事
務

局

2
3

ワ
ー

ク
・ラ

イ
フ

・バ
ラ

ン
ス

の
啓

発
仕

事
中

心
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

見
直

し
等

、
ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・バ

ラ
ン

ス
の

重
要

性
を

啓
発

す
る

。
－

啓
発

チ
ラ

シ
・
ポ

ス
タ

ー
を

窓
口

に
布

置
・
掲

出
し

情
報

提
供

し
た

。

市
広

報
、
市

H
P
に

情
報

掲
載

事
業

所
へ

の
メ

ル
マ

ガ
(月

1
回

送
付

)に
情

報
掲

載
(年

2
回

)

人
権

推
進

課
商

工
観

光
課

2
4

労
働

に
関

す
る

各
種

法
律

や
制

度
の

周
知

広
報

紙
や

情
報

紙
な

ど
様

々
な

媒
体

を
通

じ
て

、
「男

女
雇

用
機

会
均

等
法

」「
パ

ー
ト
労

働
法

」「
労

働
者

派
遣

法
」等

の
周

知
を

図
る

と
と

も
に

、
商

工
会

な
ど

の
関

係
機

関
と

連
携

し
て

情
報

提
供

を
行

う
。

市
広

報
、
市

H
P
に

情
報

掲
載

啓
発

チ
ラ

シ
・
ポ

ス
タ

ー
を

窓
口

に
布

置
・
掲

出
し

情
報

提
供

し
た

。

法
制

度
改

正
が

あ
っ

た
場

合
は

、
特

に
市

広
報

、
市

H
P
等

を
通

じ
て

情
報

提
供

商
工

観
光

課

1
8

2
5

働
き

方
改

革
や

制
度

の
周

知
広

報
紙

や
情

報
紙

な
ど

様
々

な
媒

体
を

通
じ

て
、
「働

き
方

改
革

」や
制

度
等

の
周

知
を

図
る

と
と

も
に

、
商

工
会

な
ど

の
関

係
機

関
と

連
携

し
て

情
報

提
供

を
行

う
。

市
広

報
、
市

H
P
に

情
報

掲
載

市
民

に
対

す
る

研
修

会
を

開
催

し
、
男

性
の

育
児

参
加

を
促

し
、
働

き
方

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

商
工

会
等

の
関

係
機

関
か

ら
積

極
的

に
情

報
を

収
集

し
、
市

広
報

や
市

H
P
等

に
掲

載

人
権

推
進

課
商

工
観

光
課

2
6

母
子

・父
子

自
立

支
援

員
の

設
置

ひ
と

り
親

家
庭

の
母

・父
が

、
仕

事
と

子
育

て
を

両
立

し
な

が
ら

経
済

的
に

自
立

で
き

る
よ

う
、
相

談
に

応
じ

、
そ

の
自

立
に

必
要

な
情

報
提

供
及

び
指

導
、
ま

た
職

業
能

力
の

向
上

及
び

求
職

活
動

に
関

す
る

支
援

を
行

う
。

1
名

１
名

継
続

子
育

て
企

画
課

2
0

女
性

の
た

め
の

個
別

相
談

や
、
働

き
方

セ
ミ
ナ

ー
等

の
開

催
（再

掲
）

個
別

相
談

や
セ

ミ
ナ

ー
、
起

業
カ

フ
ェ

等
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
資

金
融

資
や

支
援

助
成

金
制

度
に

関
す

る
情

報
を

提
供

す
る

。
起

業
や

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

等
、
多

様
な

働
き

方
に

対
応

す
る

就
労

支
援

を
行

う
。

個
別

相
談

:年
1
回

(3
枠

)
セ

ミ
ナ

ー
:年

2
回

個
別

相
談

：
年

2
回

(１
回

3
枠

)
セ

ミ
ナ

ー
：
年

3
回

個
別

相
談

:年
2
回

(6
枠

)
セ

ミ
ナ

ー
:年

3
回

人
権

推
進

課
商

工
観

光
課

一
人

一
人

の
働

き
方

の
見

直
し

の
推

進

仕
事

と
家

庭
を

両
立

で
き

る
職

場
環

境
の

整
備

1
9

多
様

な
働

き
方

へ
の

支
援

②
あ

ら
ゆ

る
分

野
で

だ
れ

も
が

活
躍

で
き

る
ま

ち

1
7

審
議

会
、
管

理
職

等
に

お
け

る
女

性
の

登
用

の
推

進

1
1

市
管

理
職

へ
の

女
性

の
登

用

政
治

分
野

に
お

け
る

女
性

の
参

画
拡

大

④
女

性
活

躍
の

推
進

8

1
3

農
の

分
野

に
お

け
る

女
性

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

支
援

女
性

の
ネ

ッ
トワ

ー
ク

づ
く
り
へ

の
支

援

1
5

女
性

の
起

業
や

再
就

職
の

た
め

の
環

境
整

備

1
6

女
性

活
躍

(エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト)

の
推

進

③
意

思
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

7
政

策
・方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

1
0

⑤
ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進
9

仕
事

と
家

庭
を

両
立

で
き

る
環

境
の

整
備

就
労

の
場

に
お

け
る

女
性

の
活

躍

5



事
業

内
容

計
画

策
定

時
の

現
状

値
（R

3
）

実
績

値
（R

4
）

成
果

指
標

（
R
1
3
）

所
管

課
取

組
事

業
基

本
目

標
推

進
項

目
取

組
内

容
取

組
項

目

2
7

パ
パ

マ
マ

教
室

父
母

が
と

も
に

協
力

し
な

が
ら

妊
娠

期
を

順
調

に
過

ご
し

、
安

心
し

て
出

産
、
子

育
て

に
臨

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
男

性
の

育
児

参
加

へ
の

意
欲

を
高

め
る

た
め

、
妊

娠
5
～

7
か

月
の

妊
婦

及
び

そ
の

パ
ー

トナ
ー

・家
族

を
対

象
に

、
妊

娠
・出

産
・育

児
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
普

及
・啓

発
し

、
不

安
の

軽
減

や
仲

間
づ

く
り
を

行
う
。
ま

た
、
父

母
が

お
互

い
を

認
め

あ
え

る
よ

う
に

す
る

。

2
回

シ
リ
ー

ズ
で

年
6
回

（
土

曜
開

催
）

実
績

：
パ

パ
延

べ
5
2
人

参
加

者
数

　
マ

マ
延

べ
6
0
人

　
　
　
　
　
　
　
パ

パ
延

べ
4
9
人

回
数

は
継

続
パ

パ
の

参
加

者
の

増
加

健
康

課

2
8

父
親

子
育

て
参

加
啓

発
事

業
等

の
実

施

子
育

て
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
父

親
子

育
て

参
加

啓
発

事
業

や
子

育
て

学
習

講
座

並
び

に
相

談
事

業
を

通
じ

て
、
父

母
が

と
も

に
子

育
て

の
知

識
や

技
術

を
習

得
し

、
お

互
い

の
気

持
ち

を
理

解
し

合
え

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
子

育
て

へ
の

理
解

と
教

育
力

の
向

上
を

目
指

す
。

「
お

父
さ

ん
と

い
っ

し
ょ

」
:年

２
回

子
育

て
学

習
講

座
:年

4
回

相
談

事
業

:随
時

お
父

さ
ん

と
い

っ
し

ょ
:年

２
回

（延
べ

1
9
人

）
子

育
て

学
習

講
座

:年
4
回

相
談

事
業

:随
時

お
父

さ
ん

ル
ー

ム
:年

8
回

（延
べ

7
人

）

「
お

父
さ

ん
と

い
っ

し
ょ

」
：
年

3
回

「
子

育
て

学
習

講
座

」
等

：年
6
回

相
談

事
業

：
随

時
そ

の
他

各
種

事
業

へ
の

父
親

の
参

加
促

進

子
育

て
企

画
課

2
9

延
長

保
育

就
労

形
態

の
多

様
化

等
に

よ
る

保
護

者
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、
通

常
保

育
時

間
（
1
1

時
間

）前
後

に
延

長
し

て
保

育
を

行
う
。

市
内

2
箇

所
市

内
2
箇

所
市

内
2
箇

所
保

育
教

育
課

3
0

学
童

保
育

安
心

し
て

児
童

を
預

け
ら

れ
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

で
、
女

性
の

就
労

及
び

社
会

進
出

を
促

す
。
保

護
者

が
共

働
き

な
ど

で
昼

間
家

庭
に

い
な

い
小

学
生

（1
～

6
年

生
）に

、
授

業
の

終
了

後
や

長
期

休
業

期
間

中
に

安
全

な
遊

び
場

や
生

活
の

場
を

提
供

す
る

。
市

内
1
1
箇

所
市

内
1
1
箇

所
継

続
子

育
て

企
画

課

3
1

病
児

保
育

保
護

者
の

就
労

等
に

よ
り
必

要
と

な
っ

た
場

合
に

、
安

心
し

て
預

け
ら

れ
る

場
を

提
供

す
る

た
め

、
病

気
時

お
よ

び
病

気
回

復
期

の
乳

幼
児

の
保

育
を

行
う
。

事
前

登
録

者
数

6
0
8
人

事
前

登
録

者
数

6
9
0
人

（R
4
年

度
新

規
1
0
4
人

）
事

前
登

録
者

数
新

規
6
0
人

以
上

子
育

て
企

画
課

3
2

障
害

児
保

育
保

護
者

の
就

労
等

に
よ

り
保

育
を

必
要

と
す

る
場

合
に

、
安

心
し

て
預

け
ら

れ
る

場
を

提
供

す
る

た
め

、
障

が
い

の
あ

る
子

ど
も

の
地

域
生

活
を

支
援

す
る

た
め

、
集

団
保

育
を

通
じ

て
発

達
の

促
進

を
図

る
。

全
園

実
施

全
園

実
施

全
園

実
施

保
育

教
育

課

3
3

保
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
養

成
社

会
福

祉
協

議
会

の
事

業
で

あ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

の
育

成
事

業
を

補
助

し
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
の

育
成

を
推

進
す

る
。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
人

口
が

増
加

す
る

事
で

託
児

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
需

要
に

対
応

可
能

と
な

り
、
地

域
で

子
育

て
を

担
う
環

境
が

整
う
。

2
団

体
2
団

体
3
団

体
社

会
福

祉
課

社
会

福
祉

協
議

会

3
4

フ
ァ

ミ
リ
ー

サ
ポ

ー
トセ

ン
タ

ー
事

業
子

育
て

の
応

援
を

し
た

い
人

（協
力

会
員

）と
子

育
て

の
応

援
を

し
て

ほ
し

い
人

（依
頼

会
員

）と
の

会
員

組
織

に
よ

る
相

互
援

助
活

動
に

よ
り
、
地

域
で

の
子

育
て

支
援

の
輪

を
広

げ
る

。
社

会
福

祉
協

議
会

の
フ

ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ

ー
トセ

ン
タ

ー
事

業
を

補
助

す
る

。
会

員
数

3
2
6
名

会
員

数
3
0
4
人

会
員

数
3
5
0
名

子
育

て
企

画
課

社
会

福
祉

協
議

会

3
5

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
保

健
師

や
助

産
師

が
生

後
4
か

月
ま

で
の

す
べ

て
の

乳
児

を
対

象
に

家
庭

訪
問

し
、
身

体
計

測
や

育
児

指
導

等
を

実
施

す
る

。
ま

た
、
訪

問
時

に
エ

ジ
ン

バ
ラ

産
後

う
つ

質
問

票
を

実
施

し
、
産

後
う
つ

の
早

期
発

見
と

早
期

支
援

を
行

う
。

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
実

績
：
実

施
率

9
6
.1

％
（
R
2
)

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
実

施
率

9
4
.3

％
訪

問
実

施
率

１
０
０
％

健
康

課

3
6

子
育

て
相

談
日

の
開

設
保

健
師

、
栄

養
士

、
歯

科
衛

生
士

に
よ

る
育

児
相

談
、
栄

養
指

導
、
歯

科
保

健
指

導
を

実
施

す
る

。
乳

幼
児

を
も

つ
保

護
者

が
気

軽
に

子
育

て
の

悩
み

や
心

配
に

つ
い

て
相

談
で

き
、

育
児

不
安

の
解

消
や

育
児

の
孤

立
を

防
ぐ

。
ま

た
、
参

加
者

同
士

の
交

流
の

場
と

な
る

。
年

1
2
回

年
1
2
回

　
延

べ
1
0
9
人

継
続

健
康

課

3
7

4
歳

児
相

談
事

業
全

て
の

4
歳

児
の

保
護

者
に

質
問

票
を

実
施

し
、
幼

稚
園

や
こ

ど
も

園
の

巡
回

相
談

と
連

携
し

な
が

ら
、
保

護
者

が
子

ど
も

の
成

長
や

発
達

を
正

し
く
理

解
し

、
子

育
て

で
き

る
よ

う
親

支
援

を
強

化
す

る
。

年
1
回

年
1
回

　
質

問
票

回
収

率
9
8
％

継
続

健
康

課

3
8

す
く
す

く
相

談
健

診
等

で
身

体
の

発
育

、
発

達
が

気
に

な
る

乳
幼

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、
小

児
科

医
や

理
学

療
法

士
に

よ
る

診
察

や
専

門
相

談
を

実
施

す
る

。
乳

幼
児

の
健

や
か

な
成

長
、

発
達

支
援

と
保

護
者

の
育

児
不

安
を

軽
減

す
る

。
年

4
回

年
4
回

　
の

べ
1
4
人

継
続

健
康

課

3
9

妊
婦

健
診

費
助

成
事

業

母
子

の
健

康
を

守
り
、
安

心
し

て
出

産
を

迎
え

る
た

め
に

、
妊

婦
健

康
診

査
費

用
の

助
成

を
行

う
。
妊

婦
が

よ
り
健

や
か

な
妊

娠
期

を
過

ご
す

こ
と

が
で

き
、
受

診
機

会
を

確
保

し
、
妊

娠
中

の
異

常
を

早
期

に
発

見
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
ま

た
、
妊

娠
、
出

産
に

か
か

る
経

済
的

負
担

の
軽

減
に

つ
な

が
る

。

妊
婦

一
人

あ
た

り
１
２
万

の
助

成
（
多

胎
の

場
合

は
5
万

円
追

加
）

妊
婦

1
人

あ
た

り
1
2
万

円
の

助
成

（
多

胎
の

場
合

は
5
万

円
追

加
）

継
続

健
康

課

4
0

M
y助

産
師

に
よ

る
産

前
産

後
ケ

ア
事

業

女
性

が
安

心
し

て
子

ど
も

を
生

み
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
、
ま

た
、
地

域
で

の
孤

立
を

防
ぎ

、
虐

待
を

予
防

す
る

た
め

、
市

内
す

べ
て

の
妊

婦
に

対
し

て
、
一

人
の

担
当

助
産

師
の

訪
問

（産
前

3
回

、
産

後
1
回

）等
に

よ
る

、
き

め
細

や
か

な
寄

り
添

い
支

援
（産

前
産

後
の

継
続

ケ
ア

）を
実

施
す

る
。

ケ
ア

実
施

2
5
2
人

(R
2
.8

月
～

R
3
.7

月
)

全
妊

婦
の

7
5
.4

％
が

M
y

助
産

師
希

望

ケ
ア

実
施

数
　

1
6
1
人

（7
6
.3

％
）

M
y助

産
師

利
用

率
1
0
0
％

健
康

課

4
1

派
遣

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

事
業

「心
の

専
門

家
」で

あ
る

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
派

遣
し

、
児

童
生

徒
や

保
護

者
、
教

職
員

と
の

心
の

相
談

や
発

達
相

談
・教

育
相

談
を

行
い

、
子

ど
も

の
悩

み
、
心

の
中

の
課

題
を

受
け

止
め

、
子

ど
も

た
ち

や
家

庭
を

支
え

る
体

制
の

充
実

を
図

る
。

全
小

・
中

学
校

へ
派

遣
全

小
・
中

学
校

へ
派

遣
全

小
・
中

学
校

へ
派

遣
学

校
教

育
課

4
2

適
応

指
導

教
室

（ゆ
め

ハ
ウ

ス
）事

業
の

充
実

不
登

校
対

策
と

し
て

、
適

応
指

導
教

室
「ゆ

め
ハ

ウ
ス

」に
児

童
生

徒
支

援
指

導
員

を
配

置
し

、
学

校
復

帰
や

社
会

的
自

立
及

び
自

己
実

現
の

た
め

の
指

導
・支

援
を

行
う
。

指
導

員
3
人

指
導

員
3
人

指
導

員
3
人

学
校

教
育

課

4
3

青
少

年
育

成
相

談
事

業
児

童
生

徒
や

保
護

者
、
教

職
員

が
抱

え
る

課
題

を
受

け
止

め
、
支

え
る

体
制

を
充

実
す

る
。
保

護
者

か
ら

の
不

登
校

や
家

庭
教

育
な

ど
の

相
談

、
教

職
員

か
ら

の
課

題
へ

の
取

り
組

み
方

に
つ

い
て

の
相

談
な

ど
に

対
応

す
る

。

臨
床

心
理

士
教

育
相

談
:週

2
回

学
校

園
経

営
指

導
主

事
教

育
相

談
:毎

日

臨
床

心
理

士
教

育
相

談
:週

3
回

学
校

園
経

営
指

導
主

事
教

育
相

談
:毎

日

臨
床

心
理

士
教

育
相

談
:週

2
回

学
校

園
経

営
指

導
主

事
教

育
相

談
:毎

日

教
育

研
究

所

4
4

介
護

保
険

事
業

に
お

け
る

安
定

的
な

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
確

保
と

提
供

支
援

を
必

要
と

す
る

高
齢

者
が

介
護

保
険

事
業

を
安

心
し

て
利

用
で

き
る

よ
う
、
事

業
を

適
正

に
運

営
す

る
こ

と
に

よ
り
、
住

み
慣

れ
た

地
域

で
の

生
活

を
維

持
、
継

続
で

き
る

環
境

を
目

指
す

と
共

に
、
男

性
も

女
性

も
介

護
す

る
側

の
負

担
軽

減
や

介
護

離
職

ゼ
ロ

の
実

現
を

目
指

す
。

－

高
齢

者
の

自
立

支
援

と
介

護
負

担
軽

減
を

目
的

に
介

護
サ

ー
ビ

ス
等

が
必

要
な

人
に

は
介

護
保

険
制

度
が

利
用

で
き

る
よ

う
支

援
し

て
お

り
、
市

内
の

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

種
類

や
定

員
数

も
充

実
し

て
い

る
。

－
長

寿
福

祉
課

4
5

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

介
護

・医
療

・保
健

・福
祉

な
ど

の
側

面
か

ら
高

齢
者

を
支

え
る

「総
合

相
談

窓
口

」で
あ

り
、
専

門
知

識
を

持
っ

た
職

員
が

、
高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
生

活
で

き
る

よ
う
に

介
護

サ
ー

ビ
ス

や
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
、
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
、
日

常
生

活
支

援
な

ど
の

相
談

に
応

じ
る

。

R
２
年

度
9
7
1
件

（実
件

数
）の

相
談

が
あ

り
、

2
,6

3
6
回

対
応

1
,0

3
3
件

（実
件

数
）の

相
談

が
あ

り
、

2
,9

0
8
回

の
対

応
1
,0

2
0
件

（実
件

数
）

長
寿

福
祉

課

②
あ

ら
ゆ

る
分

野
で

だ
れ

も
が

活
躍

で
き

る
ま

ち
⑤

ワ
ー

ク
・ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

9
仕

事
と

家
庭

を
両

立
で

き
る

環
境

の
整

備

2
0

男
性

の
家

庭
参

画
の

推
進

2
1

子
育

て
環

境
の

充
実

2
2

介
護

環
境

の
充

実

6



事
業

内
容

計
画

策
定

時
の

現
状

値
（R

3
）

実
績

値
（R

4
）

成
果

指
標

（
R
1
3
）

所
管

課
取

組
事

業
基

本
目

標
推

進
項

目
取

組
内

容
取

組
項

目

4
6

父
親

子
育

て
参

加
啓

発
事

業
等

の
実

施
子

育
て

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
父

親
子

育
て

参
加

啓
発

事
業

（お
父

さ
ん

と
い

っ
し

ょ
）や

子
育

て
学

習
講

座
並

び
に

相
談

事
業

を
実

施
す

る
。

「
お

父
さ

ん
と

い
っ

し
ょ

」
:年

２
回

子
育

て
学

習
講

座
:年

4
回

相
談

事
業

:随
時

お
父

さ
ん

と
い

っ
し

ょ
:年

２
回

（延
べ

1
9
人

）
子

育
て

学
習

講
座

:年
4
回

相
談

事
業

:随
時

お
父

さ
ん

ル
ー

ム
:年

8
回

（延
べ

7
人

）

「
お

父
さ

ん
と

い
っ

し
ょ

」
：
年

3
回

「
子

育
て

学
習

講
座

」
等

：年
6
回

相
談

事
業

：
随

時
そ

の
他

各
種

事
業

へ
の

父
親

の
参

加
促

進

子
育

て
企

画
課

4
7

ヘ
ル

シ
ー

ク
ッ

キ
ン

グ
教

室
の

開
催

中
高

年
の

男
性

を
対

象
に

、
食

に
対

す
る

基
本

的
な

知
識

と
簡

単
な

自
炊

の
仕

方
を

身
に

つ
け

、
健

康
的

な
食

生
活

の
知

識
や

関
心

を
高

め
る

こ
と

で
「食

」の
自

立
と

い
き

い
き

と
し

た
元

気
な

高
齢

者
を

め
ざ

す
。

1
0
回

シ
リ
ー

ズ
/
年

5
回

シ
リ
ー

ズ
を

2
ク

ー
ル

9
名

参
加

継
続

健
康

課

4
8

介
護

教
室

・介
護

セ
ミ
ナ

ー
、
介

護
者

の
つ

ど
い

の
開

催

性
別

や
年

齢
を

問
わ

ず
介

護
中

の
方

や
介

護
に

関
心

の
あ

る
方

を
対

象
に

、
身

体
介

護
の

方
法

や
認

知
症

の
方

へ
の

対
応

等
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
や

介
護

者
同

士
で

語
り
合

う
場

を
設

け
、
介

護
負

担
を

軽
減

す
る

。

介
護

教
室

・
介

護
者

の
集

い
2
回

介
護

教
室

・
介

護
者

の
集

い
2
回

介
護

教
室

・
介

護
者

の
集

い
3
回

長
寿

福
祉

課

2
4

4
9

働
き

方
改

革
や

男
性

の
家

庭
参

画
の

重
要

性
周

知
広

報
紙

や
情

報
紙

、
S
N
S
な

ど
様

々
な

媒
体

を
通

じ
て

、
「働

き
方

改
革

」や
男

性
の

家
庭

参
画

の
重

要
性

を
周

知
す

る
。

情
報

紙
「フ

ィ
フ

テ
ィ

だ
よ

り
」
に

掲
載

情
報

紙
フ

ィ
フ

テ
ィ

だ
よ

り
に

、
開

催
し

た
研

修
会

・
セ

ミ
ナ

ー
や

、
市

内
で

活
躍

す
る

女
性

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

記
事

を
掲

載
し

周
知

フ
ィ

フ
テ

ィ
だ

よ
り
、
市

広
報

、
市

H
P
、
市

ラ
イ

ン
に

掲
載

人
権

推
進

課

5
0

市
役

所
男

性
職

員
の

育
児

休
業

取
得

率
向

上
子

育
て

を
す

る
男

性
職

員
へ

の
支

援
、
働

き
や

す
い

環
境

づ
く
り
を

進
め

る
た

め
、
労

働
時

間
短

縮
や

柔
軟

な
勤

務
形

態
の

導
入

等
の

情
報

提
供

、
啓

発
を

行
う
。

Ｒ
2
年

度
実

績
1
6
.7

％
(希

望
者

の
1
0
0
％

)
1
4
.3

%
2
0
％

(希
望

者
の

1
0
0
％

)
総

務
課

5
1

事
業

所
に

対
す

る
働

き
か

け
事

業
所

に
対

し
、
ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・バ

ラ
ン

ス
の

重
要

性
の

情
報

提
供

を
す

る
。
子

育
て

を
す

る
男

性
社

員
へ

、
育

児
や

育
児

休
業

等
の

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

、
啓

発
を

行
う
。

6
4
件

（R
2
男

女
共

：育
休

給
付

金
受

給
者

資
格

件
数

か
ら

）

6
5
件

（R
3
男

女
共

：育
休

給
付

金
受

給
者

資
格

件
数

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

篠
山

出
張

所
業

務
年

報
）

7
0
件

（男
性

の
育

児
休

業
取

得
率

向
上

）
商

工
観

光
課

2
4

労
働

に
関

す
る

各
種

法
律

や
制

度
の

周
知

（再
掲

）

広
報

紙
や

情
報

紙
な

ど
様

々
な

媒
体

を
通

じ
て

、
「男

女
雇

用
機

会
均

等
法

」「
パ

ー
ト
労

働
法

」「
労

働
者

派
遣

法
」等

の
周

知
を

図
る

と
と

も
に

、
商

工
会

な
ど

の
関

係
機

関
と

連
携

し
て

情
報

提
供

を
行

う
。
時

間
外

勤
務

時
間

の
短

縮
や

、
育

児
・介

護
休

業
制

度
の

導
入

に
向

け
、
各

種
支

援
制

度
や

活
用

事
例

の
紹

介
も

含
め

た
啓

発
を

行
う
。

市
広

報
、
市

H
P
に

情
報

掲
載

啓
発

チ
ラ

シ
・
ポ

ス
タ

ー
を

窓
口

に
布

置
・
掲

出
し

情
報

提
供

し
た

。
県

最
低

賃
金

に
つ

い
て

H
P
掲

載
し

た
。

法
制

度
改

正
が

あ
っ

た
場

合
は

、
特

に
市

広
報

、
市

H
P
な

ど
を

通
じ

て
情

報
提

供

商
工

観
光

課

5
2

男
女

平
等

に
働

け
る

環
境

づ
く
り

職
場

に
お

け
る

固
定

的
性

別
役

割
観

に
よ

る
慣

行
の

見
直

し
を

図
る

よ
う
啓

発
す

る
。

－
情

報
紙

フ
ィ

フ
テ

ィ
だ

よ
り
に

、
開

催
し

た
研

修
会

・
セ

ミ
ナ

ー
や

、
市

内
で

活
躍

す
る

女
性

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

記
事

を
掲

載
し

周
知

関
係

機
関

か
ら

積
極

的
に

情
報

を
収

集
し

、
市

広
報

や
市

H
P
な

ど
で

啓
発

人
権

推
進

課
商

工
観

光
課

1
3

事
業

所
に

お
け

る
女

性
の

管
理

職
へ

の
登

用
（再

掲
）

女
性

の
管

理
職

へ
の

登
用

等
の

、
事

業
所

の
自

発
的

な
取

組
や

制
度

の
重

要
性

を
周

知
し

、
女

性
の

活
躍

促
進

を
働

き
か

け
る

。
－

今
後

商
工

会
と

連
携

し
情

報
共

有
・
啓

発
を

推
進

す
る

。

課
長

相
当

職
の

女
性

割
合

2
0
％

（5
0
人

以
上

の
市

内
事

業
所

へ
聞

き
取

り
）

商
工

観
光

課

1
4

市
管

理
職

へ
の

女
性

の
登

用
（再

掲
）

女
性

職
員

が
個

々
の

能
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
よ

う
、
能

力
開

発
の

機
会

を
提

供
し

、
積

極
的

に
登

用
を

図
る

。
2
0
%

2
1
%

3
0
%

総
務

課

5
3

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
トの

起
こ

ら
な

い
職

場
づ

く
り

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
トや

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト等
、
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

トの
防

止
対

策
に

つ
い

て
、
周

知
と

意
識

啓
発

を
進

め
る

。
数

年
に

1
回

市
民

に
対

し
研

修
会

を
開

催
し

て
意

識
啓

発
数

年
に

1
回

総
務

課
人

権
推

進
課

5
4

事
業

所
に

対
す

る
働

き
か

け
事

業
所

に
対

し
、
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

トや
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト等

、
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

トの
防

止
対

策
に

つ
い

て
、
周

知
と

意
識

啓
発

を
進

め
る

。
市

広
報

、
市

H
P
に

情
報

掲
載

啓
発

チ
ラ

シ
・
ポ

ス
タ

ー
を

窓
口

に
布

置
・
掲

出
し

情
報

提
供

し
た

。

法
制

度
改

正
が

あ
っ

た
場

合
は

、
特

に
市

広
報

、
市

H
P
な

ど
を

通
じ

て
情

報
提

供

商
工

観
光

課

2
男

女
共

同
参

画
情

報
紙

「フ
ィ

フ
テ

ィ
だ

よ
り
」の

発
行

（再
掲

）
男

女
共

同
参

画
週

間
や

人
権

週
間

な
ど

の
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

通
じ

、
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
分

か
り
や

す
い

記
事

の
掲

載
を

心
が

け
、
様

々
な

角
度

か
ら

の
意

識
啓

発
を

行
う
。

年
3
回

発
行

年
3
回

発
行

全
戸

配
布

年
3
回

発
行

全
戸

配
布

人
権

推
進

課

3
市

広
報

へ
の

啓
発

記
事

の
掲

載
（再

掲
）

男
女

共
同

参
画

に
つ

い
て

分
か

り
や

す
い

記
事

の
掲

載
を

心
が

け
、
様

々
な

角
度

か
ら

の
意

識
啓

発
を

行
う
。

随
時

随
時

随
時

男
女

共
同

参
画

週
間

に
特

集
掲

載
人

権
推

進
課

2
9

5
5

子
ど

も
へ

の
教

育
道

徳
教

育
、
人

権
教

育
、
情

報
モ

ラ
ル

の
育

成
な

ど
に

よ
り
、
人

間
形

成
の

基
盤

と
な

る
豊

か
な

情
操

と
道

徳
性

を
培

い
、
子

ど
も

た
ち

が
主

体
的

に
判

断
し

、
適

切
に

行
動

す
る

力
を

育
成

す
る

。
研

修
会

を
実

施
小

・中
学

校
共

に
研

修
会

を
実

施
継

続
学

校
教

育
課

教
育

研
究

所

5
6

子
ど

も
へ

の
教

育

家
庭

で
の

教
育

力
を

向
上

し
、
家

庭
教

育
を

通
じ

た
男

女
共

同
参

画
意

識
の

向
上

を
進

め
る

。
乳

幼
児

期
か

ら
の

子
ど

も
の

発
達

段
階

に
応

じ
、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た

学
習

を
進

め
る

。
性

的
マ

イ
ノ
リ
テ

ィ
に

関
す

る
理

解
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
互

い
に

尊
重

し
認

め
合

う
共

生
の

心
を

育
む

人
権

教
育

・学
習

を
進

め
る

。
主

体
的

で
多

様
な

選
択

を
可

能
に

す
る

職
業

観
を

育
む

教
育

を
進

め
る

。

教
育

活
動

全
般

（
道

徳
の

授
業

等
）

で
の

啓
発

教
育

活
動

全
般

で
啓

発
継

続
学

校
教

育
課

こ
ど

も
未

来
課

5
7

命
の

教
育

、
性

的
マ

イ
ノ
リ
テ

ィ
に

つ
い

て
の

啓
発

家
庭

、
学

校
園

、
地

域
等

と
連

携
し

て
、
性

教
育

、
健

康
教

育
、
情

報
活

用
教

育
の

充
実

を
図

り
、
命

の
大

切
さ

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

。
性

的
マ

イ
ノ
リ
テ

ィ
等

、
性

の
多

様
性

に
つ

い
て

意
識

啓
発

を
進

め
る

。

L
G
B
T
パ

ネ
ル

展
示

・
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
実

施
教

育
活

動
全

般
（
道

徳
の

授
業

等
）

で
の

啓
発

道
徳

の
授

業
等

で
啓

発

令
和

5
年

度
、
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
制

度
導

入
教

育
活

動
全

般
で

の
啓

発

学
校

教
育

課
こ

ど
も

未
来

課
健

康
課

人
権

推
進

課

3
1

5
8

高
齢

者
大

学
に

お
け

る
人

権
講

座
等

の
開

講

高
齢

者
大

学
等

、
社

会
的

課
題

に
対

応
す

る
た

め
の

人
権

学
習

や
男

女
共

同
参

画
研

修
な

ど
の

機
会

を
提

供
す

る
。
人

権
や

男
女

共
同

参
画

に
か

か
る

一
般

教
養

講
座

を
市

内
高

齢
者

大
学

に
お

い
て

、
年

間
１
回

以
上

開
催

す
る

こ
と

で
、
受

講
者

の
人

権
意

識
の

啓
発

を
図

る
。

7
学

園
の

う
ち

3
学

園
で

人
権

講
座

を
実

施
7
学

園
の

う
ち

3
学

園
で

人
権

講
座

を
実

施
年

1
回

以
上

中
央

公
民

館

⑩
1
5

3
2

5
9

暴
力

根
絶

の
た

め
の

意
識

啓
発

関
係

機
関

相
互

の
連

携
を

強
化

し
、
暴

力
を

許
さ

な
い

意
識

啓
発

と
防

止
対

策
を

進
め

る
。
地

域
全

体
で

の
見

守
り
等

を
推

進
し

、
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

や
虐

待
を

発
見

し
た

と
き

の
通

報
制

度
や

相
談

機
関

等
を

周
知

す
る

。

情
報

紙
、
市

H
P
に

掲
載 ポ

ス
タ

ー
掲

示

情
報

紙
、
市

H
P
に

掲
載

パ
ー

プ
ル

リ
ボ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
実

施

情
報

紙
、
市

H
P
に

掲
載 パ

ー
プ

ル
リ
ボ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
活

動
充

実

人
権

推
進

課
社

会
福

祉
課

長
寿

福
祉

課

配
偶

者
・パ

ー
トナ

ー
か

ら
の

暴
力

の
防

止
対

策
の

推
進

③
性

別
に

か
か

わ
ら

ず
お

互
い

に
尊

重
し

合
え

る
ま

ち

女
性

へ
の

暴
力

に
対

す
る

防
止

対
策

女
性

へ
の

暴
力

防
止

対
策

の
推

進

意
識

改
革

を
進

め
る

啓
発

活
動

の
展

開

子
ど

も
へ

の
教

育
の

充
実

⑨

多
様

な
人

々
が

安
心

し
て

生
活

で
き

る
環

境
の

整
備

1
4

多
様

性
を

理
解

す
る

意
識

の
醸

成

3
0

命
の

教
育

、
性

的
マ

イ
ノ
リ

テ
ィ

へ
の

理
解

促
進

生
涯

学
習

の
充

実

⑧
相

手
を

尊
重

し
、
思

い
や

る
心

づ
く
り

1
3

意
識

改
革

の
展

開

2
82
6

職
場

の
処

遇
改

善

2
7

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
トの

防
止

対
策

の
推

進

2
3

家
事

や
育

児
、
介

護
等

の
生

活
ス

キ
ル

の
習

得
支

援

1
1

男
性

の
参

画
促

進
に

向
け

た
気

運
醸

成

働
き

方
の

見
直

し
や

家
庭

参
画

へ
の

意
識

啓
発

2
5

男
性

の
育

児
休

業
取

得
を

推
進

す
る

た
め

の
気

運
醸

成
②

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
だ

れ
も

が
活

躍
で

き
る

ま
ち

⑥
男

性
の

家
庭

・
地

域
活

動
へ

の
参

画
促

進

1
0

男
性

の
家

事
・育

児
等

、
家

庭
や

地
域

活
動

へ
の

参
画

促
進

⑦
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
1
2

働
き

や
す

く
働

き
が

い
の

あ
る

環
境

づ
く
り

7



事
業

内
容

計
画

策
定

時
の

現
状

値
（R

3
）

実
績

値
（R

4
）

成
果

指
標

（
R
1
3
）

所
管

課
取

組
事

業
基

本
目

標
推

進
項

目
取

組
内

容
取

組
項

目

3
3

6
0

自
治

会
長

会
等

の
女

性
役

員
登

用
促

進
自

治
会

長
会

等
に

対
し

て
、
女

性
や

若
年

層
が

参
加

し
や

す
い

時
間

設
定

の
役

員
会

や
事

業
を

提
案

し
、
女

性
役

員
登

用
に

向
け

た
働

き
か

け
と

情
報

提
供

を
行

う
。

女
性

役
員

が
２
人

以
上

の
自

治
会

の
割

合
3
1
％

3
5
%

女
性

役
員

が
２
人

以
上

の
自

治
会

の
割

合
4
0
%

人
権

推
進

課
地

域
振

興
課

6
1

地
区

福
祉

会
議

の
開

催

日
頃

の
見

守
り
を

通
し

て
、
孤

立
の

防
止

と
高

齢
者

等
が

抱
え

る
福

祉
課

題
を

発
見

し
、
地

域
で

解
決

に
向

け
た

協
議

の
場

を
持

つ
。
自

治
会

や
ま

ち
づ

く
り
協

議
会

、
民

生
委

員
児

童
委

員
協

議
会

、
福

祉
委

員
連

絡
会

を
中

心
に

、
ま

ち
協

や
自

治
会

な
ど

の
地

域
の

福
祉

課
題

を
共

有
し

、
解

決
に

向
け

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
話

し
合

う
。

ま
ち

協
単

位
(1

9
地

区
)

年
1
回

代
表

者
会

議
1
8
地

区
（
4
7
回

）
地

区
福

祉
会

議
1
7
地

区
（
1
7
回

）
集

落
福

祉
会

議
5
地

区

継
続

地
区

代
表

者
会

議
の

開
催

促
進

長
寿

福
祉

課
社

会
福

祉
協

議
会

6
2

介
護

予
防

サ
ポ

ー
タ

ー
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

手
助

け
を

し
て

ほ
し

い
人

と
お

手
伝

い
を

し
た

い
人

を
登

録
し

、
家

事
の

手
伝

い
や

見
守

り
活

動
に

よ
り
、
高

齢
者

が
自

宅
で

安
心

し
て

生
活

で
き

る
よ

う
見

守
り
支

援
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
社

会
福

祉
協

議
会

が
実

施
。

介
護

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

8
2
人

介
護

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

　
6
0
人

地
域

で
活

動
で

き
る

仕
組

み
を

作
り
な

が
ら

介
護

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
育

成

健
康

課
社

会
福

祉
協

議
会

6
3

女
性

消
防

団
員

活
動

推
進

事
業

消
防

団
員

に
女

性
班

を
設

置
し

1
0
人

の
女

性
消

防
団

員
を

任
用

し
て

い
る

。
今

後
女

性
消

防
団

員
の

増
員

や
活

動
強

化
を

行
い

、
更

な
る

市
民

に
対

す
る

防
災

・防
火

等
の

啓
発

活
動

を
行

う
。
昨

今
顕

著
と

な
っ

て
い

る
防

災
・減

災
意

識
の

高
ま

り
を

さ
ら

に
進

め
る

。
女

性
1
0
人

女
性

1
0
人

女
性

１
５
人

市
民

安
全

課

6
4

女
性

防
災

士
の

増
員

さ
ら

な
る

女
性

防
災

士
の

増
員

に
努

め
、
地

域
に

お
け

る
防

災
・減

災
意

識
の

高
ま

り
を

さ
ら

に
進

め
る

。
女

性
1
2
人

（
1
1
.3

％
）

女
性

1
4
人

（
1
1
.6

％
）

女
性

１
５
人

（
1
3
.0

％
）

市
民

安
全

課

3
6

6
5

女
性

の
視

点
を

活
か

し
た

避
難

所
の

設
営

や
災

害
対

策
弱

い
立

場
の

人
に

配
慮

し
た

避
難

所
の

設
営

や
災

害
対

策
に

努
め

る
。

避
難

所
主

要
６
箇

所
に

女
性

職
員

６
人

配
置

継
続

継
続

市
民

安
全

課

6
6

外
国

人
児

童
生

徒
に

対
す

る
母

語
通

訳
・

翻
訳

及
び

初
期

日
本

語
支

援
事

業

日
本

語
指

導
が

必
要

な
外

国
人

児
童

生
徒

に
対

し
て

、
母

語
通

訳
・翻

訳
支

援
員

や
日

本
語

指
導

員
等

を
派

遣
す

る
な

ど
、
個

々
の

児
童

生
徒

の
実

態
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
策

を
展

開
す

る
。

必
要

な
児

童
生

徒
全

員
に

支
援

必
要

な
児

童
生

徒
全

員
に

支
援

継
続

学
校

教
育

課
N
P
O
法

人
篠

山
国

際
理

解
セ

ン
タ

ー

6
7

外
国

人
住

民
支

援
事

業
外

国
人

住
民

相
談

窓
口

の
設

置
を

は
じ

め
、
多

言
語

の
生

活
情

報
冊

子
や

Ｄ
Ｖ

Ｄ
を

作
成

。
日

本
語

教
室

の
開

催
な

ど
、
だ

れ
も

が
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

づ
く
り
、
民

族
や

国
籍

を
超

え
た

多
文

化
共

生
の

地
域

づ
く
り
を

進
め

る
。

随
時

外
国

人
市

民
の

生
活

支
援

①
外

国
人

市
民

相
談

窓
口

に
よ

る
相

談
業

務
　
1
9
9
件

②
生

活
支

援
通

訳
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
派

遣
業

務
　
9
2
件

③
日

本
語

教
室

の
開

催
「
う
り
ぼ

う
」
、
「
う
り

ぼ
う
く
ら

ぶ
」
、
「
う
り
ぼ

う
フ

ァ
ミ
リ
ー

」
と

い
っ

た
ク

ラ
ス

が
あ

り
、
市

内
で

約
3
0
名

が
受

講
。

継
続

地
域

振
興

課
N
P
O
法

人
篠

山
国

際
理

解
セ

ン
タ

ー

6
8

障
が

い
者

相
談

事
業

障
が

い
の

あ
る

方
や

家
族

な
ど

の
相

談
支

援
を

総
合

的
・専

門
的

に
行

い
、
地

域
の

相
談

機
関

と
の

連
携

や
、
相

談
事

業
者

へ
の

専
門

的
な

指
導

助
言

、
人

材
育

成
を

行
う
。
地

域
生

活
を

支
え

る
た

め
の

体
制

づ
く
り
や

、
虐

待
や

権
利

擁
護

に
関

す
る

相
談

に
応

じ
る

。

令
和

3
年

4
月

障
が

い
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

開
設

、
令

和
３
年

７
月

末
相

談
件

数
（児

人
数

4
7
人

、
相

談
延

べ
件

数
3
9
1
件

）

障
が

い
者

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

　
令

和
４
年

度
相

談
延

べ
件

数
（
児

童
5
0
件

、
成

人
1
0
3
0
件

）

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
、
必

要
な

支
援

に
つ

な
げ

る
。
（
随

時
）

社
会

福
祉

課

6
9

高
齢

者
こ

こ
ろ

の
相

談
事

業
認

知
症

な
ど

の
相

談
に

専
門

医
・相

談
員

が
対

応
す

る
。

2
0
件

1
8
件

3
6
件

長
寿

福
祉

課

7
0

見
守

り
・虐

待
防

止
ネ

ッ
トワ

ー
ク

の
充

実
関

係
機

関
と

の
ネ

ッ
トワ

ー
ク

を
図

り
、
高

齢
者

等
虐

待
予

防
と

早
期

発
見

及
び

見
守

り
を

実
施

す
る

。
協

定
事

業
所

3
4
事

業
所

・1
1
8
店

舗
協

定
事

業
所

3
4
事

業
所

・1
0
6
店

舗
（
廃

業
や

統
合

に
よ

る
店

舗
数

減
）

協
定

事
業

所
3
7
事

業
所

・1
2
2
店

舗
長

寿
福

祉
課

6
8

障
が

い
者

相
談

事
業

（再
掲

）
障

が
い

の
あ

る
方

や
家

族
な

ど
の

相
談

支
援

を
総

合
的

・専
門

的
に

行
い

、
地

域
の

相
談

機
関

と
の

連
携

や
、
相

談
事

業
者

へ
の

専
門

的
な

指
導

助
言

、
人

材
育

成
を

行
う
。
地

域
生

活
を

支
え

る
た

め
の

体
制

づ
く
り
や

、
虐

待
や

権
利

擁
護

に
関

す
る

相
談

に
応

じ
る

。

令
和

3
年

4
月

障
が

い
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

開
設

、
令

和
３
年

７
月

末
相

談
件

数
（児

人
数

4
7
人

、
相

談
延

べ
件

数
3
9
1
件

）う
ち

権
利

擁
護

に
関

す
る

相
談

1
2
件

障
が

い
者

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

　
令

和
４
年

度
相

談
延

べ
件

数
（
児

童
5
0
件

、
成

人
1
0
3
0
件

）う
ち

虐
待

・権
利

擁
護

に
関

す
る

相
談

6
6
件

支
援

者
向

け
権

利
擁

護
支

援
研

修
会

開
催

１
回

関
係

機
関

と
連

携
し

、
権

利
擁

護
に

関
す

る
相

談
に

対
応

。
障

が
い

者
の

虐
待

防
止

に
つ

い
て

周
知

啓
発

（随
時

）。

社
会

福
祉

課

7
1

母
子

・父
子

自
立

支
援

員
に

よ
る

相
談

業
務

Ｄ
Ｖ

被
害

者
の

安
全

を
確

保
す

る
こ

と
で

更
な

る
被

害
拡

大
を

防
ぎ

、
心

身
を

回
復

さ
せ

る
。
ま

た
、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

が
自

立
し

て
安

定
し

た
生

活
を

営
め

る
よ

う
相

談
に

応
じ

、
安

全
確

保
の

た
め

に
加

害
者

か
ら

隔
離

し
、
保

護
を

行
う
。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
安

全
確

保
後

に
将

来
に

向
け

て
安

全
で

安
心

な
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

総
合

的
に

生
活

上
の

支
援

を
行

う
。

月
～

金
曜

日
随

時
月

～
金

曜
日

随
時

継
続

社
会

福
祉

課

3
9

5
7

命
の

教
育

、
性

的
マ

イ
ノ
リ
テ

ィ
に

つ
い

て
の

啓
発

（再
掲

）

家
庭

、
学

校
園

、
地

域
等

と
連

携
し

て
、
性

教
育

、
健

康
教

育
、
情

報
活

用
教

育
の

充
実

を
図

り
、
命

の
大

切
さ

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

。
性

的
マ

イ
ノ
リ
テ

ィ
等

、
性

の
多

様
性

に
つ

い
て

意
識

啓
発

を
進

め
る

。

L
G
B
T
パ

ネ
ル

展
示

・
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
実

施
教

育
活

動
全

般
（
道

徳
の

授
業

等
）

で
の

啓
発

学
校

教
育

課
：道

徳
の

授
業

等
で

啓
発

小
学

校
1
校

　
1
4
人

中
学

校
1
校

　
3
0
人

市
内

高
校

1
校

　
1
0
人

令
和

5
年

度
、
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
制

度
導

入
教

育
活

動
全

般
で

の
啓

発

学
校

教
育

課
こ

ど
も

未
来

課
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今後の男女共同参画施策・事業について 

 

 

１. 令和４年度丹波篠山市男女共同参画センターの運営状況報告 

(1) 男女共同参画センターの体制 

① 名  称 丹波篠山市男女共同参画センター（フィフティ） 

② 設  立 令和 4年 10月 1日 

③ 場 所 丹波篠山市民センター1階（市民プラザ隣） 

④ 開 館 日 火～日曜日 

⑤ 開館時間 9:00～17:00 

⑥ 人  員 正職員 2名,相談員 2名（相談員は 1日ごとの交代勤務） 

         ※令和 5年 7月より、前宝塚市長中川智子氏がアドバイザーとして就任 

 

(2) 相談件数 

① 男女共同参画センターでの受付件数 

   令和 4年 10月より、常設の相談員として会計年度任用職員を 2名配置。 

■相談内訳 

区分 人権 DV 家族 生活、健康 性被害 教育、育児 
職場、地域

の人間関係 
その他 総数 

件数 0 0 5 6 0 0 0 2 13 

 

区分 電話相談 面接相談 訪問 総数 

人数 3 10 0 13 

 

② 女性のための悩み相談の受付件数 

令和 4年度相談可能日数：7回（10月～3月の毎月第 4木曜日＋1月の第 4土曜日） 

男女共同参画センター窓口では相談しづらい問題や、より専門的な相談について対応でき 

るように、特定非営利活動法人フェミニストカウンセリング神戸に委託して、「女性のため 

の悩み相談」を行っている。 

■相談内訳 

区分 生き方 夫婦関係 家族関係 対人関係 性・性被害 こころ 暮らし 労働 その他 総数 

件数 0 5 0 0 0 0 0 0 0 5 

 

区分 電話相談 面接相談 訪問 総数 

人数 0 5 0 5 

 

  

資料 4-1 

集計期間：令和 4 年 10 月～令和 5 年 3 月 

集計期間：令和 4 年 10 月～令和 5 年 3 月 
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(3) 女性委員会 

 女性委員のみで構成された委員会として市政の各分野についての調査・研究を行い、女性の視

点からの提言を行うことで「男女共同参画社会」の実現を進めることを目的とする。委員会の中

で研修会を行い、市政に関する様々なことを学んでいる。 

 令和 4年 8月より、第 11期女性委員会（委員数 5名）を開始。 

 令和 4 年度は 5 回の委員会を実施した。令和 5 年度も、令和 6 年 7 月の提言に向けて研修や提

言内容の取りまとめを行い、提言に向けた準備を進めていく。 

【令和 4年度の研修内容】 

研修内容 講師 

・学校現場おける性の多様性について 

・性的マイノリティについて 

・市学校教育課 

・市人権推進課 

・性は人権 多様性の保障 ・人間と性 教育研究協議会 幹事 関口 久志氏 

・自治会管理施設に対する補助制度、自治会の法人化、 

高齢者等買い物支援事業について 
・市地域振興課 

 

(4) セミナー・研修会等の啓発事業 

① 男女共同参画研修会 

【第 1回目】 

タイトル：「イクボス」ってどんなボス？ 

～周りも自分も会社も幸せになれる働き方改革～ 

    開 催 日：令和 4年 8月 30日（火） 

    講  師：オフィス hint link 代表 槙本 千里氏 

    参加人数：63人 

【第 2回目】 

タイトル：イクボスで成果と笑顔が共にアップ 

～誰もが活躍できる職場 活躍させる上司～ 

    開 催 日：令和 5年 3月 10日（金） 

    講  師：NPO法人ファザーリング・ジャパン関西 理事長 櫻井 一宇氏 

    参加人数：51人 

         ※第 2回目は市内事業者に対しても案内を送付 

 

② 男女共同参画センター開設記念講演会 

    タイトル：たった一度の人生だから… 

    開 催 日：令和 4年 10月 23日（日） 

    講  師：中川 智子氏（前宝塚市長、元衆議院議員） 

    参加人数：111人 

 

③ 出張！女性のための働き方セミナー 

   タイトル：～働く女性を応援！～再就職を成功へ導くセルフコーチング 

   開 催 日：令和 4年 12月 8日（木） 

   講  師：藤原 寛子氏（株式会社ミライアル代表） 

   参加人数：4人 
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④ 起業カフェ in丹波篠山 

   【第 1回目】 

    開 催 日：令和 5年 2月 1日（水） 

    講  師：宮林 慶子氏（古民家ゲストハウスやまぼうし経営） 

    参加人数：9人 

   【第 2回目】 

    開 催 日：令和 5年 2月 22日（水） 

    講  師：仲谷 佳子氏（おくも丹波黒豆肉粽店主） 

    参加人数：8人 

 

⑤ 出前チャレンジ相談 

   【第 1回目】 

    開 催 日：令和 4年 11月 30日（水） 

    講 師：飯鉢 仁弥氏（キャリアコンサルタント・産業カウンセラー） 

    参加人数：3人 

   【第 2回目】 

    開 催 日：令和 5年 1月 13日（金） 

    講 師：飯鉢 仁弥氏（キャリアコンサルタント・産業カウンセラー） 

    参加人数：3人 

         ※1回あたり 3枠（1枠あたり 50分）事前予約制で実施 

 

⑥ 男女共同参画情報紙「フィフティだより」の発行 

男女共同参画情報紙「フィフティだより」を年 3回発行した。 

※うち 2回は市広報紙に挟み込んで全戸配布、1回は各地区の男女共同参画推進員に 

郵送 

※市内公共施設に配架 
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２. 令和５年度丹波篠山市男女共同参画センターの運営計画 

（1）男女共同参画アドバイザーの就任【新規】 

令和 5年 7月 12日に、男女共同参画アドバイザーの委嘱状交付式を行った。 

男女共同参画センターの機能を高め、丹波篠山市の男女共同参画を推進する

ため、前宝塚市長の中川 智子氏にアドバイザーとして就任いただく。 

初回は 8月 18日を予定。9月以降は回数を重ねてお越しいただき、男女共同

参画センターの事業や施策についてご助言をいただく予定。 

 

（2）相談業務 

① 男女共同参画センターでの受付【継続】 

   令和 4年度に引き続き、常設の女性相談員として会計年度任用職員を 2名配置し、悩み相 

談等を受け付ける。 

② 女性のための悩み相談の受付【継続】 

令和 5年度相談可能日数：14日（毎月第 4木曜日＋8月と 1月の第 4土曜日） 

    令和 4年度に引き続き、男女共同参画センター窓口では相談しづらい問題や、より専門的 

な相談について対応できるように、特定非営利活動法人フェミニストカウンセリング神戸に 

委託して、「女性のための悩み相談」を行う。 

 

（3）女性委員会【継続】 

 女性委員のみで構成された委員会として市政の各分野についての調査・研究を行い、女性の視

点からの提言を行うことで「男女共同参画社会」の実現を進めることを目的とする。委員会の中

で研修会を行い、市政に関する様々なことを学んでいる。 

 令和 5年度は、3回の委員会を実施済。 

令和 5 年度も、令和 6 年 7 月の提言に向けて研修や提言内容の取りまとめを行い、提言に向け

た準備を進めていく。 

【令和 5年度の研修内容】 

研修内容 講師 

・パブリックトイレのユニバーサルデザインと 

観光地のおもてなしトイレ 

・TOTO 株式会社 市場開発課 木村 裕昭 

         特販本部   前田 洋子 

・他市町における男女共同参画のとりくみ等 ・オフィス EEE 男女協同参画アドバイザー 中村 和子氏 

・第 3次丹波篠山市男女共同参画プランについて 

・市内の公共施設トイレについて 
・市人権推進課 

  

資料 4-2 

委嘱状交付式の様子 
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（4）セミナー・研修会等の啓発事業 

① 男女共同参画研修会【継続】 

市内在住、在勤、在学の方、男女共同参画推進員を対象に、年 2回男女共同参画研修会を 

開催。市民の男女共同参画に対する意識の向上を図るための研修会を開催する。 

   第 1 回目は令和 5 年 7 月 25 日に開催済。第 2 回目は令和 6 年 1 月～3 月を予定している。 

【第 1回目】 

タイトル：アンコンシャス・バイアスを知ろう 

～だれもが参画しやすい社会を考える～ 

    開 催 日：令和 5年 7月 25日（火） 

    講  師：NPO法人 SEAN 代表 小川 真知子氏 

    参加人数：82人 

 

② 出張！女性のための働き方セミナー【継続】 

   タイトル：働く女性のための将来設計～「お金」と「働き方」について考える～ 

   開 催 日：令和 5年 6月 14日（水） 

   講  師：藤原 寛子氏（株式会社ミライアル代表） 

   参加人数：9人 

 

③ 起業カフェ in丹波篠山【継続】 

主に丹波篠山市内で起業された先輩女性経営者から、起業されたきっかけや経営のコツな 

どの身近な話をしていただき、何かを始めるきっかけにしていただくためのセミナーを開催

する。令和 4年度に引き続き、令和 5年度も年 2回を予定。 

 

④  出前チャレンジ相談【継続】 

出産、育児または介護等のために離職した女性の再就職や起業、新たな地域活動立ち上げ等 

  への支援の一環として、1日 3枠の「出前チャレンジ相談」を開催している。 

   （予定日）【第 1回目】令和 5年 11月 11日（土） 

        【第 2回目】令和 6年 1月 27日（土） 

 

⑤ ワークショップ【新規】 

男女共同参画センターを身近に知ってもらい、気軽にお越しいただく場所にするため、ワー

クショップを開催（年 7回程度を予定。うち 1回実施済）。 

【第 1回目】 

   タイトル：アレンジポットを作ろう 

   開 催 日：令和 5年 5月 13日（土） 

講 師：植西 恵子氏（兵庫県認定園芸療法士） 

参加人数：12人 

   【第 2回目（予定）】 

    タイトル：アロマ体験 

    開 催 日：令和 5年 8月 19日（土） 

    講 師：寺本 秀代（アロマインストラクター） 

14



⑥ 男女共同参画情報紙「フィフティだより」の発行【継続】 

男女共同参画情報紙「フィフティだより」を年 3回発行（第 1回目は令和 5年 7月 21日 

（金）に発行済）。 

※うち 2回は市広報紙に挟み込んで全戸配布、1回は各地区の男女共同参画推進員に郵送 

※市内公共施設に配架 
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